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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

新
正
副
会
長
あ
い
さ
つ

こ
の
度
、
松
坂
尚
会
長
が
退
任
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
理
事
の
推
薦
を

受
け
、
後
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
松
坂
会
長
が
築
い
て
こ
ら

れ
ま
し
た
仲
の
良
い
、
素
敵
な
仲
間

「
伊
達
な
ク
ラ
ブ
」
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
い
く
使
命
を
強
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

活
動
自
粛
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
本
年
度
は
、
新
た
な
企
画
等
も

検
討
し
な
が
ら
、
会
員
増
強
の
た
め

の
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
最
善
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
会
員
皆

様
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

仙
老
連
会
長

泉
区
老
連　

会
長

�
久
道
　
悦
子

　

令
和
３
年
度
の
出
発
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
の
世
相
が
新
し
い
生
活
様

式
を
理
解
し
始
め
た
時
期
と
重
な
り

ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
セ
ミ
ナ
ー

が
大
変
で
す
。
航
空
旅
行
業
の
ス

カ
イ
マ
ー
ク
は
90
億
円
の
資
本
金
を

１
億
円
に
、
見
栄
を
捨
て
て
も
リ
カ

バ
リ
ー
に
奮
闘
し
て
い
る
逆
転
の
発

想
で
す
。

　

仙
老
連
に
は
新
し
い
生
活
様
式

を
組
み
入
れ
た
従
来
か
ら
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
が
あ

り
、
集
団
で
構
築
す
る
基
軸
目
標
を

一
本
化
、
ル
ー
ル
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
、

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
も
共
有
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
果
た
す
こ
こ
が
勝
負

所
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
役
割
を

再
確
認
し
咀
嚼
、
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

仙
老
連
副
会
長

青
葉
区
老
連　

会
長

�

平
形
　
博
司

　

コ
ロ
ナ
の
た
め
、
各
種
行
事
が
制

約
さ
れ
る
中
、
令
和
３
年
度
を
迎
え

新
役
員
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
一
日

も
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
自
由
に

活
動
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　

高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
老
人
ク

ラ
ブ
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
は
ず
な

の
に
会
員
減
が
続
き
ま
す
が
、
そ
の

原
因
・
理
由
の
把
握
と
解
明
に
努
め

て
会
員
減
に
歯
止
め
を
か
け
、
少
し

で
も
前
進
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
基
礎
・
土
台
は
単
老

に
あ
り
、
単
老
の
元
気
が
、
地
区
老
・

区
老
・
仙
老
連
の
元
気
に
繋
が
る
と

思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
か
ら
「
老

人
ク
ラ
ブ
は
楽
し
い
」
と
言
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
を
目
指
し
役
員
一
同
努

力
し
ま
す
。

仙
老
連
副
会
長

宮
城
野
区
老
連　

会
長

�

佐
々
木
勝
司
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

　

令
和
3
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
で
始
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す

が
、
国
内
感
染
者
76
万
人
、
死
者

１
万
３
０
０
０
人
、
宮
城
県
内
で
も

感
染
者
9
０
０
０
人
、
死
者
83
人
と

い
う
現
状
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
ま

す
ま
す
ウ
イ
ル
ス
も
変
異
し
、
イ
ン

ド
型
な
ど
は
感
染
力
が
2
倍
で
重
症

化
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
の
我
々
の
活
動

は
誠
に
危
惧
さ
れ
ま
す
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
徐
々
に
進
み
つ
つ
あ
り
、

高
齢
者
の
我
々
は
、
な
お
３
密
を
厳

守
し
な
が
ら
ク
ラ
ブ
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

仙
老
連
副
会
長

若
林
区
老
連　

会
長

�
山
本
　
明
宏

　

会
員
増
強
に
つ
い
て
、
太
白
区
老

連
だ
け
で
な
く
、
５
区
老
連
に
お
い

て
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

で
、
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
ま
で
６
年
間
若
手
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
1
年
ご

と
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
廻
し
て
き
ま
し
た

が
、
会
員
は
一
向
に
増
え
ず
減
る
一

方
で
し
た
。
し
か
し
、
一
部
の
老
人

ク
ラ
ブ
は
20
名
と
い
う
大
人
数
を
増

や
す
と
こ
ろ
も
あ
り
、
良
い
ヒ
ン
ト

に
な
り
そ
う
で
す
。
5
区
の
組
織
を

1
つ
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
の

は
、
非
常
に
難
し
い
こ
と
で
す
が
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 仙

老
連
副
会
長

太
白
区
老
連　

会
長

�

佐
々
木
忠
雄

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
少
し
ず

つ
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
み
、
老
人
会

と
し
て
動
き
始
め
ら
れ
る
か
な
と

思
っ
て
い
た
そ
の
矢
先
に
、
重
責
あ

る
女
性
部
長
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。女
性
部
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

老
人
会
が
楽
し
く
、
そ
し
て
お
互
い

を
思
い
合
う
温
か
い
心
で
常
に
会
員

に
接
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
会
員
を
、

何
と
か
増
強
す
る
た
め
の
策
を
考
え

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
少
し
で
も

前
向
き
に
と
ら
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力

が
無
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

仙
老
連
副
会
長

女
性
部
長

�

岸
野
美
智
子
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

  
新
役
員
紹
介

新
役
員
紹
介

《
理
事
》

青
葉
区

�

平
形　

博
司　
　

村
上　

重
作

�

加
藤　

高
之　
　

今
野　

廣
子

宮
城
野
区

�

佐
々
木
勝
司　
　

野
田　

幸
代

�

内
海　

運
雄　
　

加
藤　

秀
兵

若
林
区

�

山
本　

明
宏　
　

小
野　
　

清

�

岸
野
美
智
子　
　

庄
子　
　

勇

太
白
区

�

佐
々
木
忠
雄　
　

坂
田　

祐
子

�

佐
々
木　

茂　
　

増
川
イ
ネ
子

泉
区

�

久
道　

悦
子　
　

佐
々
木　

孝

�

清
水　

信
市　
　

佐
久
間
敬
子

若
手
部�

齋
藤　

芳
孝

理
事

　

米
内
山　

武

�

（
仙
台
市
健
康
福
祉
局
保
険
高
齢
部
高
齢
企
画
課
長
）

　

木
村
ミ
カ
ナ

�

（
青
葉
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
次
長
）

　

長
根　

和
広

�

（
仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
長
）

監
事　

青
葉
区�

山
崎　

光
男

　
　
　

若
林
区�

相
澤　

壽
二

　
　
　

太
白
区�

加
藤　

一
男

《
事
業
専
門
部
》

総
務
部

部　

長　

佐
々
木
勝
司

副
部
長　

清
水　

信
市

部　

員　

�

大
和　

林
市　
　

野
田　

幸
代

�

引
地　

和
敏　
　

佐
々
木　

茂

企
画
広
報
部

部　

長　

平
形　

博
司

副
部
長　

齋
藤　

芳
孝

部　

員　

石
山　

政
雄　
　

内
海　

運
雄

�

青
木
久
美
子　
　

山
口
眞
喜
男

教
養
文
化
部

部　

長　

佐
々
木
忠
雄

副
部
長　

村
上　

重
作

部　

員　

新
妻　

時
江　
　

中
井　

淑
子

�

丹
野
太
利
男　
　

斉
藤　

芳
美

保
健
体
育
部

部　

長　

山
本　

明
宏

副
部
長　

山
崎　

光
男　
　

田
中　

重
雄

部　

員　

山
田　

紀
元　
　

加
藤　

秀
兵

�

高
橋　

吉
弘　
　

別
府　

靖
雄

�

遠
藤　

久
子　
　

伊
藤
喜
久
子

�

佐
々
木　

孝　
　

荒
井　

栄
治

女
性
部

部　

長　

岸
野
美
智
子

副
部
長　

今
野　

廣
子

部　

員　

郷
古
み
ち
子　
　

田
頭
ミ
チ
ヨ

�

菊
池
き
ぬ
子　
　

佐
藤　

君
子

�

丹
野
眞
紀
子　
　

増
川
イ
ネ
子

�

佐
藤　

ト
シ　
　

佐
久
間
敬
子

�

永
野
ま
り
子　
　
　
　
　
　
　

若
手
部

部　

長　

齋
藤　

芳
孝

副
部
長　

佐
々
木
英
二　
　

田
中　

恒
壽

部　

員　

星　
　

正
人　
　

中
野　
　

進

�

寺
澤
多
美
子　
　

佐
藤　

良
信

�

千
葉　

久
雄　
　

岸
野
美
智
子

�

丹
野　

令
子　
　

山
口　

隆
二

�

佐
々
木　

茂　
　

泉　
　

清
光

�

末
永　

節
子　
　

今
野　

一
郎

高
齢
者
相
互
支
援
活
動
委
員
会

委
員
長　

山
本　

明
宏

副
委
員
長　

山
崎　

光
男

委　

員　

平
田　
　

明　
　

田
頭
ミ
チ
ヨ

�

大
泉
久
美
子　
　

相
澤　

壽
二

�

澤
田　

邦
夫　
　

菅
野　

定
子

�

田
崎　
　

稔　
　

内
田　

君
子

◆
会
長
表
彰
受
賞
者
（
敬
称
略
）

青
葉
区�

星　
　

敏
明　

天
野　

定
郎

�

柏
葉　

れ
ゑ　

千
葉　

征
男

宮
城
野
区�

千
田　

卓
内　

髙
橋　

靖
夫

若
林
区�

門
間　

寿
子　

庄
子　

力
雄

�

山
田　

庄
子　
　
　
　
　
　

太
白
区�

大
場　

輝
夫　
　
　
　
　

泉　

区�

熊
谷　

正
勝　

石
田　

武
男

�

齋
藤　

芳
孝　

佐
久
間
敬
子

◆
会
員
増
強
に
貢
献
し
た
ク
ラ
ブ

新
規
加
入
ク
ラ
ブ
に
貢
献
し
た
地
区

老
連
（
優
秀
ク
ラ
ブ
賞
）

青
葉
区

東
六
地
区
老
連（
空
堀
伊
達
な
ク
ラ
ブ
）

泉　

区

北
地
区
老
連
（
将
監
北
和
泉
会
）

仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

令
和
３
年
度

公
益
社
団
法
人

公
益
社
団
法
人
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

〇
開　
催　
日　

令
和
３
年
５
月
31
日

〇
開
催
場
所　

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

�
７
階
第
１
研
修
室

〇
開
催
時
間　

午
後
１
時
～

�
午
後
2
時
25
分

〇
出　
席　
者　

正
会
員　

１
８
１
名

　
　
　
　
　
　

出
席
者　

 
31
名

�

委
任
状　

１
１
９
名

　

総
　
会

　

岩
亀
邦
久
若
手
部
長
の
司
会
で
開

会
宣
言
が
あ
り
、
松
坂
尚
会
長
か
ら

「
今
年
度
は
老
人
ク
ラ
ブ
が
老
人
ク

ラ
ブ
ら
し
く
楽
し
く
活
動
で
き
る
よ

う
な
環
境
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
長
根
事

務
局
長
の
定
款
に
規
定
す
る
定
足
数

を
満
た
し
て
本
総
会
が
成
立
す
る
旨

の
報
告
後
、
議
長
に
は
若
林
区
土
樋

社
交
ク
ラ
ブ
の
引
地
和
敏
会
長
が
選

出
さ
れ
議
事
進
行
に
入
り
ま
し
た
。

議
事
録
署
名
人
は
宮
城
野
区
第
十
一

明
寿
会
の
野
田
幸
代
会
長
、
泉
区
虹

の
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
斉
藤
芳
美
会

長
の
２
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

仙

老

連

通

常

総

会

仙

老

連

通

常

総

会

　
提
出
議
題

︿
第
１
号
議
案
﹀

　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
を
松
坂
尚

仙
老
連
会
長
、
柴
田
耕
司
仙
老
連
副

会
長
が
説
明
。

︿
第
２
号
議
案
﹀

令
和
２
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出

決
算
並
び
に
運
用
基
金
特
別
会
計
お

よ
び
救
援
拠
金
特
別
会
計
の
収
入
支

出
決
算
報
告
を
長
根
事
務
局
長
が
説

明
。

︿
監
査
報
告
﹀

桑
嶋
規
監
事
か
ら
令
和
２
年
度
一

般
会
計
収
入
支
出
決
算
並
び
に
運
用

基
金
特
別
会
計
お
よ
び
救
援
拠
金
特

別
会
計
の
収
入
支
出
決
算
並
び
に
事

務
執
行
状
況
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
る
旨
の
監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

︿
第
３
号
議
案
﹀

　

令
和
３
年
度
事
業
計
画
案
を
松
坂

尚
仙
老
連
会
長
、
佐
々
木
勝
司
仙
老

連
副
会
長
か
ら
説
明
。

︿
第
４
号
議
案
﹀

　

令
和
３
年
度
収
入
支
出
予
算
案
を

長
根
事
務
局
長
が
説
明
。

︿
第
５
号
議
案
﹀

　

定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
長
根

事
務
局
長
が
説
明
。

︿
第
６
号
議
案
﹀

　

役
員
の
改
選
に
つ
い
て
長
根
事
務

局
長
が
、
理
事
24
名
、
監
事
３
名
の

候
補
者
を
読
み
上
げ
全
員
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

可
決
承
認
さ
れ
、
総
会
の
一
切
が
終

了
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
理
事
会
の
報
告

■
第
１
回
理
事
会

　

令
和
３
年
５
月
６
日
午
後
１
時
30

分
開
会

　

司
会
進
行
は
青
葉
区
村
上
重
作
理

事
。
議
事
録
署
名
人
は
松
坂
尚
仙
老

連
会
長
、
青
葉
区
山
崎
光
男
監
事
、

宮
城
野
区
福
司
憲
道
監
事
、
泉
区
桑

嶋
規
監
事
で
し
た
。
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

一
、
議
題
（
事
務
局
か
ら
説
明
）

　

◦�
令
和
三
年
度
仙
老
連
会
長
表
彰

及
び
会
員
増
強
に
関
わ
る
表
彰

に
つ
い
て
審
議
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

◦�

総
会
に
諮
る
第
一
号
議
案
か
ら

第
六
号
議
案
に
つ
い
て
審
議
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

■
第
２
回
理
事
会

　

令
和
３
年
５
月
31
日
午
後
２
時
40

分
開
会

　

司
会
進
行
は
長
根
事
務
局
長
。
議

事
録
署
名
人
は
久
道
悦
子
仙
老
連
会

長
、
青
葉
区
山
崎
光
男
監
事
、
若
林

区
相
澤
壽
二
監
事
、
太
白
区
加
藤
一

男
監
事
で
し
た
。

一
．
議
題
（
事
務
局
か
ら
説
明
）

　

◦�

仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
の
互
選
に
つ
い
て

　
　

�　

泉
区
久
道
悦
子
理
事
が
仙
台

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
に

就
任
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

◦�

仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副

会
長
の
選
任
お
よ
び
会
長
代
行

副
会
長
の
互
選
に
つ
い
て

　
　

�　

仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長
に
青
葉
区
老
連
平
形
博

司
理
事
、
宮
城
野
区
老
連
佐
々

木
勝
司
理
事
、
若
林
区
老
連
山

本
明
宏
理
事
、
太
白
区
老
連

佐
々
木
忠
雄
理
事
、
若
林
区
老

連
岸
野
美
智
子
理
事
を
選
任
す

る
こ
と
、
会
長
代
行
副
会
長
に

は
宮
城
野
区
老
連
佐
々
木
勝
司

理
事
を
選
任
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

◦
事
業
専
門
部
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

�　

総
務
部
は
佐
々
木
勝
司
副
会

長
、
企
画
広
報
部
は
平
形
博
司

副
会
長
、
教
養
文
化
部
は
佐
々

木
忠
雄
副
会
長
、
保
健
体
育
部

は
山
本
明
宏
副
会
長
、
女
性
部

は
岸
野
美
智
子
副
会
長
、
若
手

部
は
齋
藤
芳
孝
理
事
が
そ
れ
ぞ

れ
部
長
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

◦�

仙
台
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
常

務
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

�　

常
務
理
事
の
選
任
に
つ
い

て
、
仙
老
連
事
務
局
長
で
あ
る

長
根
事
務
局
長
が
就
任
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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Ⅰ　

基
本
方
針

　

高
齢
化
の
一
層
進
む
地
域
社
会
で

は
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
活
動
、
生
き
が
い
づ
く
り
活

動
や
高
齢
者
に
対
す
る
生
活
支
援
活

動
な
ど
に
取
り
組
む
老
人
ク
ラ
ブ
の

存
在
意
義
が
、
よ
り
一
層
増
し
て
き

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
小
学
校
や
子
供
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
協
力
し
た
地
域
文
化
の
伝
承

活
動
や
昔
遊
び
を
通
し
た
世
代
交
流

活
動
の
他
、
地
域
の
環
境
美
化
活
動

な
ど
、
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
一
定

の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
創
意
工
夫
を
こ

ら
し
て
多
様
な
ク
ラ
ブ
活
動
と
互
助

活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
の
事
業
や
活
動
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
に
も
十

令
和
３
年
度　

事
業
計
画

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

��
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

分
留
意
し
つ
つ
、
会
員
の
健
康
と
安

全
を
第
一
に
取
り
組
む
も
の
と
す

る
。メ
イ
ン
テ
ー
マ
の「
の
ば
そ
う
！

健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り

を
」
の
も
と
、
会
員
の
減
少
を
食
い

止
め
、
会
員
増
強
を
図
る
取
り
組
み

に
力
を
傾
注
す
る
と
と
も
に
単
老
活

動
を
基
本
と
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

の
活
性
化
に
意
を
配
り
、
多
く
の
世

代
と
と
も
に
高
齢
者
が
元
気
で
生
き

が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

の
実
現
に
寄
与
す
べ
く
、
事
業
・
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

Ⅱ　

重
点
目
標

︿
会
員
増
強
﹀

１　

�

未
加
入
ク
ラ
ブ
・
未
加
入
高
齢

者
へ
の
組
織
的
な
加
入
の
働
き

か
け
等
の
強
化

２　

�

単
老
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た

環
境
整
備

３　

�「
健
康
づ
く
り
」・「
生
き
が
い

づ
く
り
」・「
社
会
奉
仕
」
の
各

事
業
の
推
進

４　

�

地
域
の
会
員
を
は
じ
め
と
す
る
高

齢
者
の
孤
立
防
止
や
日
常
生
活

支
援
な
ど
の
友
愛
活
動
の
展
開

︿
組
織
運
営
﹀

５　

�

仙
老
連
各
組
織
に
お
け
る
運
営

基
盤
の
強
化

６　

�

地
域
づ
く
り
へ
の
貢
献
を
め
ざ
し

た
行
政
機
関
等
と
の
連
携
強
化

Ⅲ　

事
業
計
画

１　

�

未
加
入
ク
ラ
ブ
・
未
加
入
高
齢

者
へ
の
組
織
的
な
加
入
の
働
き

か
け
等
の
強
化

２　

�

単
老
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た

環
境
整
備

３　

�「
健
康
づ
く
り
」・「
生
き
が
い

づ
く
り
」・「
社
会
奉
仕
」
の
各

事
業
の
推
進

４　

�

地
域
の
会
員
を
は
じ
め
と
す
る
高

齢
者
の
孤
立
防
止
や
日
常
生
活

支
援
な
ど
の
友
愛
活
動
の
展
開

５　
�

仙
老
連
各
組
織
に
お
け
る
運
営

基
盤
の
強
化

６　

�
地
域
づ
く
り
へ
の
貢
献
を
め
ざ
し

た
行
政
機
関
等
と
の
連
携
強
化

７　

広
報
活
動

８　

�

関
係
機
関
・
関
係
団
体
と
の
連

携
及
び
交
流

９　

法
人
の
運
営

メインメイン
テーマテーマ

第122号7 伊達なクラブ仙台伊達なクラブ仙台



　
「
空
堀
丁
」
は
伊
達
藩
時
代
か
ら
あ
り

中
身
侍
の
住
む
屋
敷
丁
で
し
た
。
今
は
花

京
院
２
丁
目
と
錦
町
２
丁
目
を
南
北
に
走

る
街
道
が
空
堀
丁
通
り
、
町
名
の
起
こ
り

は
昔
、
堀
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
土
地
の

隆
起
で
空
堀
に
な
っ
た
の
で
空
堀
丁
と
な

り
ま
し
た
。

活
動
は
「
定
例
会
＆
誕
生
会
」
と
し
参

加
意
欲
を
誘
い
、「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」

は
町
内
一
周
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
運
動
と
街
路

灯
・
落
書
き
・
ゴ
ミ
集
積
所
点
検
を
兼
ね

て
い
る
の
で
頭
脳
全
開
で
歩
き
活
動
し
て

い
ま
す
。

地
域
の
結
び
つ
き
が
希
薄
化
し
、
さ
ら

に
コ
ロ
ナ
禍
で
元
気
を
な
く
し
た
高
齢
者

が
「
こ
の
町
で
暮
ら
し
て
良
か
っ
た
」
と

思
え
る
ク
ラ
ブ
に
し
た
い
で
す
。

元
気
な
高
齢
者
が

�

増
え
る
ク
ラ
ブ
に 

空
堀
伊
達
な
ク
ラ
ブ
　

�

会
長
　
佐さ

さ

き
々
木
淳じ
ゅ
ん
こ子

　

将
監
北
和
泉
会
は
昭
和
50
年
５
月
２
日

に
町
内
会
の
有
志
に
よ
り
設
立
さ
れ
て
、

今
年
46
年
に
な
り
ま
す
。設
立
の
経
緯
は
、

時
代
の
変
化
に
伴
い
、
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
む
こ
と
を
懸
念
さ
れ
て
の
こ
と
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
設
立
当
時
は
50
名
を

超
す
若
い
会
員
で
活
気
に
溢
れ
て
い
た
そ

う
で
す
が
、現
在
は
超
高
齢
化
が
進
み（
平

均
年
齢
82
歳
）
入
会
者
も
無
く
会
の
存
続

の
危
機
を
迎
え
解
散
の
声
も
出
ま
し
た

が
、
諸
先
輩
た
ち
が
守
り
抜
い
て
来
た
会

を
、
今
後
に
続
こ
う
と
今
年
3
月
に
「
人

生
１
０
０
年
時
代
・
今
を
精
一
杯
生
き
よ

う
」
と
旗
を
揚
げ
て
、
会
員
募
集
（
加
入

の
お
願
い
）
の
チ
ラ
シ
を
作
り
、
事
前
に

準
備
し
た
該
当
者
名
簿
を
日
々
訪
問
し
お

誘
い
の
呼
び
か
け
を
し
た
結
果
、
十
数
名

の
方
々
が
入
会
手
続
き
を
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
新
規
加
入
促
進
運
動
を
展
開
中

で
す
（
現
在
の
会
員
数
は
30
名
で
す
）。

会
員
増
強
活
動

�

頑
張
っ
て
い
ま
す 

将
監
北
和
泉
会
　
　

�

会
長
　
小お

の野
　
勝か
つ
み見

　

３
年
前
、
私
た
ち
の
都
合
に
て
仙
老
連

を
離
脱
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
来
て
単
老

の
み
の
運
営
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
以
前
私
ど
も
の
会
員
は
55
名
お
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
40
名
と
な
り
、
こ
れ
か

ら
も
ま
す
ま
す
数
が
減
る
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。

　

今
年
3
月
に
、
区
老
連
の
佐
々
木
会
長

よ
り
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
あ
る
の
で
、
見
に

来
た
ら
と
の
お
誘
い
が
あ
り
、
私
と
副
会

長
の
三
浦
さ
ん
と
２
人
で
訪
問
参
加
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
折
に
佐
々
木
会

長
よ
り
再
度
仙
老
連
へ
加
入
し
た
ら
と
の

勧
め
が
あ
り
、
こ
の
話
を
会
に
持
ち
帰
り

会
議
で
話
を
し
、
会
員
よ
り
賛
成
の
同
意

を
得
ら
れ
た
の
で
、
佐
々
木
会
長
へ
そ
の

旨
連
絡
し
今
回
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

佐
々
木
会
長
の
一
言
が
虹
の
か
け
橋
と

な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

虹
の
か
け
橋
で
再
加
入

福
室
福
寿
会

�

会
長
　
内う
つ
み海

　
運ゆ
き
お雄

新規加入クラブ紹介

仙老連いらっしゃい
伊達なクラブ仙台

第122号 8伊達なクラブ仙台伊達なクラブ仙台



コロナ禍で大切なことは「感染防止」と「健康維持」の両立です。少しの時間で
できる運動について、シルバースポーツ推進員養成講座で講師を務めていただきま
した仙台市健康増進センター健康運動指導士村上恵氏からご紹介いただきました。

　皆さんは「杜の都の体操シリーズ」をご存じでしょうか。一人でも、どこでも、特別
な準備をせずに行える運動として仙台市が普及をすすめています。
　シリーズその１「杜の都のきほん体操」は、ストレッチ、筋力トレーニング、全身運
動で構成され 12種目があります。シリーズその２「杜の都のおトク体操」は、音楽に
合わせてリズミカルに全身運動を行います。
　今回は、きほん体操の中から３種目をご紹介します。１種目からでも始められますの
で、さっそく実践してみてください♬

外出するのが難しいときでも、日常生活の中で１日 40分は体を動かすことが必要です。
家事やここで紹介している体操など、まずは10分から意識して体を動かしてみましょう！
杜の都の体操シリーズの動画ＤＶＤやリーフレットなど各種ツールを無料提供または貸
出しております。
お気軽にお問い合わせください。

〈お問い合せ〉
〇シルバーセンター　３階　いきいき健幸係
　青葉区花京院１-3-2　☎ 022-215-3194

〇仙台市健康増進センター
　泉区泉中央 2-24-1　　☎ 022-374-6661 URL ● http://www.city.sendai.jp/

杜の都の体操シリーズ 検索

日常生活日常生活に運動運動を
～杜の都の体操シリーズのすすめ～　パート１

動画もご覧いただけます ▶︎
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科　　目 公益目的事業 合　計 備　　考一般会計 運用基金特別事 救援拠金特別事
Ⅰ　事業活動収支の部
１．事業活動収入
一般会計 36,891,000 36,891,000 
会費収入 2,580,400 2,580,400 @300×8,268 人、100,000×1 団体
事業参加費収入 912,000 912,000 事業参加費・仙台市受託料
補助金収入 33,304,000 33,304,000 ※ 1
諸収入 94,600 94,600 広告料・雑収入

運用基金特別会計 1,000 1,000 利息
救援拠金特別会計 1,000 1,000 利息
事業活動収入計 36,891,000 1,000 1,000 36,893,000 

２．事業活動支出
一般会計 37,639,000 37,639,000 
公益目的事業 15,530,000 15,530,000 
①高齢者の健康づくり、�
介護予防、生きがいづくり事業 3,102,000 3,102,000 ※ 2

②高齢者の相互支え合い、�
社会奉仕事業 4,907,000 4,907,000 ※ 3

③老人クラブ活動強化、�
育成・支援、普及啓発事業 7,521,000 7,521,000 ※ 4

法人会計 940,000 940,000 総会・理事会・税理士顧問料
人件費・事務費 21,169,000 21,169,000 

救援拠金特別会計 2,457,000 2,457,000 
事業活動支出計 37,639,000 0 2,457,000 40,096,000 
事業活動収支差額 △ 748,000 1,000 △ 2,456,000 △ 3,203,000

Ⅱ　投資活動収支の部
１．投資活動収入
特定資産取崩収入 0 0 2,457,000 2,457,000 
積立預金収入 0 0 2,457,000 2,457,000 

投資活動収入計 0 0 2,457,000 2,457,000 
２．投資活動支出
特定資産取得支出 0 0 1,000 1,000 
積立預金支出 0 0 1,000 1,000 

投資活動支出計 0 0 1,000 1,000 
投資活動収支差額 0 0 2,456,000 2,456,000 

Ⅲ　財務活動収支の部
１．財務活動収入
他会計振替収入 600,000 △ 600,000
財務活動収入計 600,000 △ 600,000 0 0 

２．財務活動支出
財務活動支出計 0 0 0 0 
財務活動収支差額 600,000 △ 600,000 0 0 

Ⅳ　予備費支出 0 0 0 
当期収支差額 △ 148,000 △ 599,000 0 △ 747,000
前期繰越収支差額 715,013 22,247,324 0 22,962,337 
次期繰越収支差額 567,013 21,648,324 0 22,215,337 

令和３年度収支予算内訳表� 令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで

（単位：円）

※ 1　�人件費、地域社会福祉促進事業、高齢者相互支援推進啓発事業、区老連活動助成事業、ゲートボール・ペタンク大会・
高齢者ウォーキング活動、シルバースポーツセミナー、健康づくりシルバー推進員研修会、体育祭事業、体力測定、脳
の健康づくり研修事業、グラウンド・ゴルフ大会事業

※ 2　�シルバースポーツセミナー、健康づくりシルバー推進員研修会、ゲートボール・ペタンク大会、グラウンド・ゴルフ大
会事業、体育祭事業、体力測定、高齢者ウォーキング活動、健康歌謡教室、脳の健康づくり研修事業

※ 3　高齢者相互支援推進啓発事業、地域社会福祉促進事業�
※ 4　�仙台市協働まちづくり研修会、若手部活動、新任・単位・地区役員研修会、女性部研修会、新春交流会費、機関誌編集・

発行・配付、区老連活動及び活動支援、シルバースターズ・六和功、負担金
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
私
た
ち
に
同

じ
災
難
を
同
じ
よ
う
に
皆
に
見
舞
っ

て
い
ま
す
、
こ
の
閉
塞
感
を
打
破
す

る
た
め
に
も
医
療
機
関
へ
の
協
力
を

積
極
的
に
傾
注
し
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
健
康
寿
命
は
私
た
ち

で
守
る
、
そ
ん
な
自
己
管
理
を
実
践

躬
行
し
ま
す
。

▼
大
規
模
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本
格
的
に
始
動

し
て
高
齢
者
を
鼓
舞
し
て
い
ま
す

が
、接
種
の
達
成
率
は
ま
だ
６
・
１
％

で
世
界
最
低
で
す
。

▼
新
し
い
生
活
様
式
で
変
則
的
な
ス

テ
ー
ジ
を

　

多
様
性
の
時
代
で
あ
り
、
見
本
や

手
本
に
従
う
と
い
う
こ
と
は
必
要
と

し
な
く
な
り
ま
す
。
自
己
効
力
感
や

多
様
な
働
き
方
、
生
き
方
を
選
べ
る

お
も
し
ろ
い
、
楽
し
い
催
物
に
は
多

様
性
が
あ
り
、
か
え
っ
て
コ
ロ
ナ
禍

で
多
岐
に
わ
た
る
複
数
の
イ
ベ
ン
ト

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

先
週
幼
稚
園
児
の
植
え
た
田
園
を

見
に
い
き
ま
し
た
。
曲
が
っ
た
苗
、

横
に
な
っ
た
苗
、
水
に
潜
っ
た
り
と

味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。
お
米
に
で
き

た
ら
き
っ
と
美
味
い
で
し
ょ
う
。
幼

稚
園
児
の
田
植
え
と
同
じ
よ
う
に
、

み
ん
な
大
変
だ
、
む
ず
か
し
い
。
だ

か
ら
こ
そ
愉
快
に
楽
し
く
、
お
も
し

ろ
い
。
こ
れ
か
ら
の
催
物
の
基
本
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
以
前
よ
り
一
層
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
誰
で
も
「
つ
な
が
る
力
」

こ
れ
が
新
し
い
時
代
に
生
き
抜
く

「
カ
ギ
」
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
年

寄
り
の
パ
ワ
ー
に
な
る
基
軸
は
責
任

を
重
ん
じ
、
そ
れ
を
果
た
す
責
任
感

と
強
い
使
命
感
で
す
。

青
葉
区
老
連
事
業
計
画

　

令
和
3
年
度
の
総
会
も
「
書
面
会

議
」
と
な
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
昨
年
度
の
活
動
も
コ
ロ
ナ
変
異

株
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
総
会
の
書

面
会
議
に
始
ま
り
、
大
半
の
行
事
が

中
止
で
し
た
が
、
宮
城
野
区
老
連
表

彰
も
復
活
さ
れ
て
10
名
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
始
ま
り
、「
新
し
い
日
常
生
活
」

の
中
で
、
新
た
な
仲
間
と
和
を
も
っ

て
楽
し
く
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
、
重
点
目
標

①�

会
員
の
加
入
促
進
と
各
組
織
の
充
実

②�

若
手
会
員
・
女
性
会
員
の
活
動
促

進
、
活
性
化

③�

地
域
社
会
福
祉
活
動
推
進
事
業
の

実
施

④�

高
齢
者
相
互
支
援
啓
発
事
業
の
推

進
⑤�

交
通
安
全
及
び
防
犯
防
災
運
動
の

推
進

二
、
実
施
要
領

①
研
修
・
各
種
研
修
会
へ
の
参
加

②�

保
健
体
育
…
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
、ペ
タ
ン
ク
大
会
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
等
の
実
施
・
参
加

③�
教
養
・
文
化
・
社
会
奉
仕
…
趣
味

の
作
品
展
、
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
全
国
一
斉
社
会
奉
仕

の
日

④�

若
手
部
員
・
女
性
部
員
・
行
事
へ

の
協
力
、
活
性
化

⑤�

広
報
・
会
報
「
み
や
ぎ
の
」
の
充

実
・
年
２
回
発
行

�

会
長　

平
形
　
博
司

令
和
３
年
度

宮
城
野
区
老
連
事
業
計
画

�

総
務
部
長　

野
田
　
幸
代

令
和
３
年
度
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私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

　

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
老
人
会
の

諸
活
動
が
当
初
よ
り
計
画
ど
お
り
に

進
捗
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
順

次
進
ん
で
い
る
様
子
で
す
が
、
ま
だ

そ
の
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す
。
何

と
か
工
夫
を
凝
ら
し
、
諸
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

一
、
事
業
目
標

①�

地
区
老
連
と
の
連
携
強
化
と
各
単

老
と
の
活
性
化

②�

新
規
会
員
の
加
入
促
進
と
未
加
入

老
人
ク
ラ
ブ
の
参
加
要
請

③�

若
手
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
会
の
安

定
継
続
を
図
る

④
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
登
用
の
推
進

⑤
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

二
、
実
施
要
項

　

健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
シ
ル

バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
や
区
老
連

主
催
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
大
会
、

等
々
順
次
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

状
況
を
見
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
趣
味

の
活
動
や
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
、

会
員
が
楽
し
く
語
り
合
え
る
場
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

若
林
区
老
連
事
業
計
画

�

会
長　

山
本
　
明
宏

新
型
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界

的
に
蔓
延
し
て
「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
白
区
老
連
と
し
て
は
、
総
会
を

ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
て
い
け
ば
良

い
か
迷
い
ま
し
た
が
、
次
の
重
点
項

目
を
推
進
し
よ
う
と
決
め
て
い
ま
し

た
。

一
、�

単
老
活
動
の
活
性
化
の
た
め
の

環
境
整
備

太
白
区
老
連
事
業
計
画

�

会
長　

佐
々
木
忠
雄

二
、
健
康
づ
く
り
と
、
生
き
が
い
づ

く
り

三
、
他
の
団
体
と
の
交
流
を
深
め
る

こ
の
３
つ
の
方
針
で
進
め
て
行
く
こ

と
で
動
き
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
方
針
展
開
が
難
し
い
状
態
に
な

り
ま
し
た
。
ま
ず
会
合
す
る
場
所
が

無
く
、
役
員
会
の
方
針
を
ど
の
よ
う

に
決
め
て
い
っ
た
ら
良
い
か
迷
い
、

市
役
所
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、
役

員
会
で
の
決
定
と
し
て
出
し
た
こ
と

を
刷
っ
て
全
員
に
配
り
ま
し
た
。
次

に
各
単
老
の
実
態
調
査
、
仙
老
連
か

ら
の
要
請
は
五
月
末
で
し
た
が
、
報

告
は
７
月
の
声
を
聞
く
時
期
で
あ
り

ま
し
た
。

当
初
計
画
を
立
て
た
も
の
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
た
だ
一
つ
、
電

話
で
の
状
況
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

短
時
間
で
良
い
か
ら
会
っ
て
話
を
し

た
い
、
と
の
意
見
が
大
半
で
し
た
。

３
密
を
予
防
し
た
ペ
タ
ン
ク
大
会
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
大

勢
の
参
加
者
が
あ
り
、
各
単
老
の
意

志
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
は
こ
の
進
め
方
を
改
善

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

頭も使うスポーツです

第122号 12伊達なクラブ仙台伊達なクラブ仙台



私たちは仙台市老人クラブ連合会を応援しています（西部版）

　

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
伴
う
仙
台

市
か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
催
事
関
係
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
等

会
員
参
加
の
事
業
を
中
止
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
代
わ
り
と
し
て
地
区

老
、
単
老
の
小
規
模
で
行
う
事
業
に

対
し
て
、
助
成
し
活
動
を
行
い
ま
し

た
。今
年
度
は
、「
新
し
い
生
活
様
式
」

の
実
践
を
遵
守
し
て
、
活
動
を
展
開

泉
区
老
連
事
業
計
画

�
副
会
長　

清
水
　
信
市

し
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
方
針

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
ん
で
き
た
健

康
活
動
や
高
齢
者
が
支
え
合
う
友
愛

活
動
の
持
つ
強
み
、
特
性
を
生
か
し

て
新
た
な
日
常
を
構
築
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
会
員

の
減
少
を
食
い
止
め
、
活
動
内
容
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

重
点
目
標

一
、�

魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り

に
努
め
る
。

二
、�
人
材
の
育
成
と
会
員
増
強
に
努

め
る
。

三
、�

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め
る
。

四
、�

町
内
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
・

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
絡

提
携

五
、�

健
康
増
進
と
交
通
安
全
運
動
へ

の
積
極
的
参
加

六
、�

各
種
研
修
会
・
講
演
会
等
へ
の

積
極
参
加
等

以
上
の
主
な
実
施
計
画
は
、
広
報
活

動
の
推
進
、
芸
能
ま
つ
り
、
会
員
作

品
展
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
・
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進
、
女
性
会
員

加
入
促
進
、
新
リ
ー
ダ
ー
養
成
、
若

手
会
員
の
加
入
促
進
等
。

令
和
3
年
度
早
々
吉
報
が
入
り
ま

し
た
。
つ
つ
み
の
お
ひ
な
っ
こ
や
代

表
佐
藤
吉
夫
さ
ん
に
黄
綬
褒
章
賜
る

と
の
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
江
戸
時
代
か

ら
続
く
堤
人
形
を
70
年
あ
ま
り
黙
々

と
作
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
努
力
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

実
は
青
葉
区
老
連
で
は
１
月
30
日

に
コ
ロ
ナ
時
代
で
も
「
フ
レ
イ
ル
」

を
防
い
で
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
と

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
あ
る
佐
藤
さ
ん

を
講
師
と
し
て
人
形
絵
付
を
体
験
し

ま
し
た
。
仙
老
連
企
画
の
事
業
は
中

止
と
な
り
、
会
員
を
「
フ
レ
イ
ル
」

か
ら
守
る
た
め
体
の
衰
え
と
意
力
の

低
下
を
早
め
に
気
付
き
、
生
活
習
慣

を
改
善
し
て
健
康
を
保
て
る
よ
う
サ

ロ
ン
活
動
の
場
作
り
の
一
環
と
し
て

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
会
員
32
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
仙
台
藩
の
足
軽
の

内
職
で
始
ま
り
、
針
生
家
、
宇
津
井

家
、
佐
藤
家
と
伝
統
を
守
り
今
日
に

至
る
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、
今
年
の

干
支
「
丑
年
」
の
人
形
に
希
望
と
願

い
を
託
し
、
仕
上
げ
は
講
師
に
手
直

し
を
お
願
い
し
、
高
尚
な
神
牛
が
誕

生
し
ま
し
た
。

北北

西西
東東

南南

堤
町
高
年
ク
ラ
ブ
長
寿
会

�

会
長
　
大
和
　
林
市

青葉区

つ
つ
み
人
形
絵
付
体

験
に
挑
戦

江戸時代からの
歴史ある人形

令
和
３
年
度
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ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用

さ
れ
る
前
の
３
月
11
日
、
東
仙
台
地

区
老
の
ク
ラ
ブ
交
流
会
を
実
施
し

た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
東
仙
台
地
区
老

7
単
老
の
会
員
が
一
堂
に
会
し
、
ペ

タ
ン
ク
・
輪
投
げ
・
ボ
ッ
チ
ャ
等
の

室
内
競
技
５
種
目
で
優
勝
を
競
う
も

の
で
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止
と

な
り
、
2
年
振
り
と
あ
っ
て
、
受
付

開
始
前
に
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
揃

い
、
互
い
の
元
気
を
喜
び
、
競
技
開

始
前
に
既
に
盛
り
上
が
り
、
交
流
会

の
目
的
を
達
し
た
感
が
あ
り
ま
し

た
。

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
午
後

２
時
46
分
、
全
員
で
黙
祷
し
、
そ
の

後
の
成
績
発
表
で
は
、
マ
ス
ク
の
下

か
ら「
ワ
ァ
ー
」と
言
う
歓
喜
と「
ア

ア
ァ
ー
」の
溜
息
が
交
差
し
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
結
果
は

で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、3
密
を
避
け
、

消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、
飲
食
な
し
の

交
流
会
と
は
言
え
開
催
す
る
こ
と
自

体
に
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
競
技

中
の
元
気
な
声
と
会
場
を
後
に
す
る

会
員
の
「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
来

年
」
の
笑
顔
に
、
高
齢
者
の
孤
立
防

止
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
活
性
化
づ

く
り
と
い
う
老
人
ク
ラ
ブ
の
目
的
の

一
端
を
達
成
し
た
交
流
会
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
は

停
滞
し
家
こ
も
り
が
続
く
中
、
南
小

泉
交
通
公
園
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽

し
む
仲
間
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
人
数
は
日
に
よ
っ
て
ま
ち
ま

ち
で
正
式
な
試
合
に
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
で
も
練
習
試
合
を
し
ま
し

た
。
６
名
集
ま
っ
た
日
は
、
赤
ボ
ー

ル
、
白
ボ
ー
ル
と
も
３
名
ず
つ
に
な

り
ま
す
が
、
２
名
は
別
の
番
号
の
球

を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第
1
ゲ
ー
ト
を
一
発
で
通
す
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
が
、
2
個
の

球
を
打
つ
人
は
大
変
で
す
。
何
度
か

順
番
が
ま
わ
っ
て
く
る
と
、
自
分
の

球
、
味
方
の
球
、
そ
し
て
相
手
方
の

球
を
そ
れ
ぞ
れ
記
憶
し
て
い
な
い
と

相
手
の
球
に
当
て
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
指
導
的
な
立
場
に
あ
る
人
は
時

に
は
コ
ー
ト
内
で
説
明
し
な
が
ら
、

そ
し
て
、
自
分
の
役
目
も
果
た
し
な

が
ら
、
コ
ー
ト
の
端
か
ら
端
ま
で
小

走
り
に
移
動
し
ま
す
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
脳
は
相
当
活
躍
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

曇
り
の
日
も
風
の
強
い
日
も
日
差

し
が
強
く
暑
い
日
も
や
は
り
練
習
を

し
な
い
と
実
戦
に
は
通
用
し
な
い
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

澄
み
き
っ
た
青
空
の
下
で
コ
ロ
ナ

対
策
を
し
な
が
ら
、
み
ん
な
が
集
ま

れ
る
日
ま
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

や
っ
ぺ
し
ぃ
～
！

東
仙
台
地
区
老
連

�
会
長
　
佐
々
木
勝
司

宮城野区

２
年
ぶ
り
交
流
会
で

笑
顔
満
開

遠
見
塚
福
寿
会

�

副
会
長
　
青
木
久
美
子

若林区

交
通
公
園
に
集
ま
ろ

う

優
勝
　
大
堤
芙
蓉
会
B
チ
ー
ム�

36
点

２
位
　
案
内
長
寿
会
A
チ
ー
ム�

26
点

３
位
　
三
チ
ー
ム�

24
点
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私
た
ち
「
ひ
ま
わ
り
会
」
は
人
員

増
強
を
図
る
た
め
、
５
つ
の
サ
ー
ク

ル
（
絵
画
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

卓
球
、
カ
ラ
オ
ケ
）
の
体
制
に
し
、

日
々
サ
ー
ク
ル
ご
と
に
活
動
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
間
の
会
員

の
交
流
は
、
全
体
行
事
の
総
会
や
敬

老
会
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ク

ル
代
表
が
月
1
回
ず
つ
集
ま
っ
て
、

会
行
事
の
企
画
を
し
、
市
・
区
・
地

区
の
行
事
や
情
報
の
伝
達
、
各
サ
ー

ク
ル
の
活
動
や
課
題
の
話
し
合
い
で

共
有
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
コ
ロ
ナ
禍
中
で
リ
ス
ク
の
多

い
老
人
会
活
動
は
や
り
づ
ら
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
平
成
30
年
に

サ
ー
ク
ル
活
動
を
主
体
と
し
た
会
に

変
革
し
た
こ
と
で
、
少
人
数
で
の
活

動
を
地
道
に
続
け
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
マ
ス
ク
・
手

洗
い
・
３
密
回
避
な
ど
の
感
染
防
止

の
徹
底
と
、
多
人
数
で
の
総
会
、
敬

老
会
は
中
止
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
会
員
へ
の
情
報
発
信
の
方
法
と

し
て
、
会
報
「
ひ
ま
わ
り
」
を
今
年

度
か
ら
発
行
し
、
町
内
会
回
覧
板
に

挿
入
し
て
も
ら
い
、
会
員
増
に
も
繋

げ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
で
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
式
典

の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
会

員
の
思
い
と
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
歩
み

を
記
録
に
ま
と
め
、
次
世
代
に
伝

え
る
「
記
念
誌
」
を
刊
行
し
ま
し

た
。
記
念
行
事
と
し
て
「
は
じ
め
て

の
文
化
祭
」
を
開
催
し
、
会
員
の
趣

味
の
作
品
が
出
展
さ
れ
、
会
員
・
町

内
会
の
皆
様
に
観
賞
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
令
和
３
年
4
月
1
日
現
在

１
０
１
名
、
20
の
サ
ー
ク
ル
が
憩
の

家
を
中
心
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
お
花

見
会
、
お
月
見
会
、
地
域
交
流
と
し

て
町
内
麻
雀
、
囲
碁
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
児
童
セ
ン
タ
ー
の
児
童
と
さ

つ
ま
芋
栽
培
、
昔
遊
び
の
講
師
派
遣

等
と
役
員
・
会
員
の
協
力
を
得
な
が

ら
行
っ
て
い
ま
す
。
当
ク
ラ
ブ
の
魅

力
は
サ
ー
ク
ル
の
多
さ
で
す
。
人
気

サ
ー
ク
ル
に
「
美
食
会
」
が
あ
り
ま

す
。
親
睦
・
健
康
維
持
・
脳
の
活
性

化
・
新
た
な
出
会
い
を
第
一
目
標
に

年
２
回
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
で
き
た
サ
ー
ク
ル
に
「
歴
史

探
訪
愛
好
会
」
が
あ
り
ま
す
。
市
内

の
名
所
、
旧
跡
を
訪
ね
て
郷
土
の
歴

史
を
再
認
識
す
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
会
員
各
位

が
練
習
に
励
み
上
げ
好
成
績
を
残
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
書
道
同
好
会

等
の
各
種
サ
ー
ク
ル
で
も
会
員
が
楽

し
み
、
憩
の
家
の
開
放
日
に
は
「
ち

ぎ
り
絵
教
室
」
等
行
な
い
３
密
を
避

け
な
が
ら
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
一
日
も
早
く
終
息
し
、

元
の
生
活
・
活
動
が
戻
っ
て
来
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

金
剛
沢
ひ
ま
わ
り
会

�
会
長
　
杉
山
　
和
孝

太白区

コ
ロ
ナ
禍
中
の

�

ひ
ま
わ
り
会
活
動

虹
ヶ
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

�

会
長
　
斉
藤
　
芳
美

泉区

楽
し
い
サ
ー
ク
ル
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
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文文  

芸芸  

欄欄

■  

事
務
局
紹
介  

■

スポンサーへの御礼　�本紙の発行に際しましてご協賛いただきましたスポンサー各位に厚く御礼申し上げます。今後とも倍旧のご厚誼を賜りますようお願い申し上げます。

　

俳　

句

母
の
声
聞
こ
え
る
や
う
な
蓬
餅

万
緑
や
ジ
ー
ン
ズ
似
合
ふ
老
い
二
人

　

�

宮
城
野
区
大
堤
芙
蓉
会　
　

窪
田
　
碩
子

太
陽
の
恵
み
か
見
事
花
南
天

そ
よ
と
吹
く
青
田
の
匂
優
し
く
て

　

�

若
林
区
中
荒
井
延
命
会　
　

飯
村
　
重
子

　

川　

柳

円
満
な
同
居
に
米
も
パ
ン
も
あ
る

換
気
し
て
笑
顔
の
多
い
部
屋
に
す
る

　

�

宮
城
野
区
上
田
子
楽
寿
会　

佐
藤
　
紀
子

老
連
誌
懐
か
し
恩
師
の
後
を
継
ぐ

孫
六
人
全
て
女
人
の
可
憐
花

　

�

太
白
区
門
前
町
千
歳
会　
　

山
口
眞
喜
男

編編  

集集  

後後  

記記

「
伊
達
な
ク
ラ
ブ
１
２
２
号
」

か
ら
機
関
誌
が
新
し
い
紙
面
に
な

り
ま
し
た
。

機
関
誌
は
各
区
老
連
の
活
動

や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
掲
載
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
文
芸
欄
を

さ
ら
に
充
実
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
作
品
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

�

（
企
画
広
報
部
一
同
）

令
和
3
年
度
か
ら
新
事
務
局
長
、

新
活
動
推
進
員
2
名
を
迎
え
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
常
務
理
事
兼
事
務
局
長

　

長
根　

和
広

◆
活
動
推
進
員

　

日
野　

晶
子

　

佐
々
木　

敦
子

　

安
倍　

恭
子

　

伏
見　

恵
美

7
月
7
日
（
水
）、
仙
老

連
の
久
道
悦
子
会
長
と
佐
々

木
勝
司
副
会
長
が
仙
台
市
健

康
福
祉
局
局
長
を
訪
問
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
の
活
動
、
会

員
減
少
へ
の
歯
止
め
策
、
地

域
社
会
で
の
団
体
間
同
士
の

連
携
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後

と
も
老
人
ク
ラ
ブ
が
元
気
で

明
る
い
活
動
を
続
け
て
い
け

る
よ
う
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 局長と懇談しました

仙
台
市
健
康

仙
台
市
健
康

福
祉
局
長
と
の
懇
談

福
祉
局
長
と
の
懇
談
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